


タフネススリーエスシートの品質

1) 一般物性

試験項 目 社内規格 試験方法

1枚の質量 kg 36以上

1枚の長さ m 10.5以上
J 1 S A 

申高 cm 100以上
6 0 2 2 

製品の単位質量 g/m2 3500以上
に準拠

原反の単位質量 g/m2 230以上

ゴムアスファ/レトの
単位質量 g/m2 2400以上
← 一一一
引張強さ 長手方向 22以上

ヲ|
張 kgf/cm 幅方向 16以上
'性
能 最大荷重時の 長子方向 50以上
伸び率

% 幅方向 50以上

低温可とう性 長子方向 亀裂を生じない 社内試験法
(10 T， 30mm) 
11800 /2秒」 幅方向
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タフネススリーエスシートの性能

-接合部の耐水性

タフネススリーエスシートの接合部に、水圧をかけて、耐水圧性を調べた結果はO.1~ 

1 kgf/cm2の加圧条件で，il接合部からの漏水は見られなかった。

[ 0.1 kgf/cm2-24hr→0.5 kgf/cm2-24hr→1. 0 kgf/cm2-24hrJ後、観察した。

-接合部の引張り強さ

タフネススリーエスシートの接合部をパットジョイントにし、接合部用シートで重ね張りし

て(重ね幅 20cm)供試体を作製した。 100mm/minで弓|張り、強さを求めた。接合部の引張り強

さは長手方向で'240kgf!cm、幅方向で214kgf!cmで‘あった。

-応力緩和性

タフネススリーエスシートは、シート自体50%の伸びを有し、下地の変化への順応性があ

る。
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応力緩和性の経時変化

経過時間の強さ

残留強さ= 〉

初期強さ
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-下地に対する順応性

(%) 

タフネススリーエスシートが、施工後、下地の鋭角な石などにより、突き抜け現象が起こった

場合のことを想定し、円盤捷み試験機により加圧し、シートの変形状態を確認した。

試験条件

試験結果

試験温度

空気圧

砕石

240C 

20~25kgf/cm2 

40mm~60mm 

水を張り、漏水の有無を確認する。

空気加圧時では、漏水は無かった。蓋を外し、内部を観察したところ、タフネスシ

ートは砕石層に良く順応していた。更に、加圧したところ、一部で鋭角的な砕石が

突き抜けていた。この結果より、砕石は良く選別し、鋭角なものは除去する必要が

あることカ〈判った。
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